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スポー ッと下位文化 についての一考察

X・ サ ー フ ・シ ョ ップ に み られ る 「男 性 文化 」

水 野 英 莉

はじめに

ジェンダーに関わる新 しい研究の焦点 として、男性 と男 らしさについての社会学的研究

が、1980年 代半ば以降、アメ リカや イギ リス、そ して 日本で も登場 し始めている。 この研

究に関する学会や多数の出版物から、この研究分野が成長過程にあることがわかる。最近

では特 に、 スポー ッと男 らしさ、よ り厳密には、スポーッにおける 「男性の経験」 を分析

の対象 とす るスポーッ社会学研究者が増えつづけている Φ。スポーツの中で、またスポー

ッを媒介 として、女性が抑圧 され従属させ られ るとい うことの詳細 な説明は、男性や男 ら

しさの分析 と密接に関係 している。女性について最:も深 く分析 している著述 は、まさしく、

男性 の特権 と権力の分析 を内包 したものである。この ような研究は、男性の生活を批評す

るだけでな く、変革 し、女性 との関係やお互い同士の関係 を新たに築 き上げてい くために

役立つ ものである。 日本で も 「男性学」 と呼 ばれる分野 に、スポーツと男 らしさについて

の研究が見 られるようにな り、男性主導社会である近代産業社会の影響 を色濃 く反映 した

スポー ツの歴史が論 じられている1%し か し、スポーツの経験 や現場 を具体的に取 り上げ

て検討す ることは、 まだほ とん どないのが現状である。

したがって、本論で はスポーツをす る者自身の経験 に焦点 を当て、スポーツと男 らしさ

の関わ りを考察する。 ここでのね らいは、ジェンダー不平等な関係性 と規範が創出 される

過程 を追 ってい くことである。平等の障害になっているものは、単 にそれを同定するだけ

では取 り除かれない。 しか も、「スポーツ=男 性 中心 的」 を表示 しつつ、その実態 を探 ら

ないことは、スポーッに女性 は向いていない とい う従来か らあ る偏見 を補完 しかねない。

lDこ の 領 域 に お け る パ イ オ ニ ア は 二 人 の ア メ リカ 人研 究 者 で あ るマ イ ケ ル ・メ ス ナ ー と ドナ ル ド ・

サ ボ ー で あ る 。 最 新 の 共 著 は 『ス ポ ー ツに お け る性 、暴 力 、権 カ ー 男 ら し さの 再 考 』(Messner&Sabo,

1994)0

{2}伊 藤(1998 、1999)、 西 山(1998)参 照 。
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36 水野:ス ポーツと下位文化についての一考察

本論では、 とりわけサーフィンをす る若者たちの集団へ の参与観察 にもとづ き、 「男性優

位の原理」の内実、「男 らしさ」 の表出形態、権力関係が醸成され る具体的な過程 を明 ら

かに していきたい。その際、従来の ように、スポー ツの持つ歴史的な背景か ら 「男 らしさ」

との結 びつ きを考察 した り、スポーツそれ 自体に含 まれる近代的な競技性や合理性 を論 じ

るのではな く、スポーツの周辺で育つ下位文化に内在する 「男性 原理」や 「男 らしさ」の

表現に注 目し、スポーツをす る者が 日常的な実践によって構築 してい くような権力関係 を

明らかにしたい。 まずは じめに、近代スポーッとジェンダーに関する研究 を概観 し、スポ

ー ツの下位文化に含 まれる 「男 らしさ」の表出の枠組み を示す。次 にその枠組みに沿って

サー ファーの世界で表現 される 「男 らしさ」を検討 し、下位文化の再生産の様子 を見 る。

そしてそれを受けて、サーフィンの世界 に起 きつつある変化の きざしを紹介 し、変革の可

能性や萌芽 などが見 られることを示 してい きたい。

1ス ポーツと下位文化

1-1近 代 、「男 ら しさ」、ス ポ ーツ

今 日、 ジェンダー研究が学際的 ・国際的な広が りをみせるなかで、スポーツ社会学研究

において も、 このジェンダーというテーマはきわめて重要な課題になろうとしている。女

性の観点からの歴史の見直 しが、これまで 「自明/自 然」 とされてきた事柄 の背後 にひそ

む支配関係や男性支配によって隠蔽 されて きたさまざまな事柄を、新 しい文脈か ら位置づ

けなおす ことを可能 としたのは周知の事実である。女性の観点か らの見直 しのなかで、今

度は1980年 代半ば以降、男性の視点か ら歴 史や社会の見直 しをしようという動 きが出て来

た。女性 の視点からの歴史の見直 しが、 これまでの人間の歴 史は、人間=男 性 という構 図

のなかで描かれ分析 されて きた ことを明らかにしたように、人間=男 性 として描かれて き

た歴史を、「男性」 とい うジェ ンダーに縛 られて きた人々に焦点を合 わせ なおすこ とで、

新 しい知見 を得 ようとするのである。 ここでは最近急増 しつつある 「男 らしさ」 の視点か

らの研究業績 から、近代スポーツとの関連に焦点を当てている研究をみてみ よう。

社会学者の伊藤公男 によると、近代 スポーツは 「男 らしさ」を証明す る絶好の場 となっ

ているという。なぜな らば、近代 という時代は男性たちにたえず 自己の 「男 らしさ」の証

明を要求する時代であったため、近代スポーツは男性主導社会である近代産業社会の影響

が色濃 く反映されていたか らである。そ もそも近代社会では、男女の相互補完的な関係が

内に構造化 されたコスモロジーが崩壊 し、男性=産 業労働=公 的労働、女性=家 事労働=
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私的労働 という分業が生 じ、男性 支配が強化 されていった。そ して近代社会は個人主義社

会で もあ り、ジェ ンダーは個 人を支える不可欠の要素となる。 これ まで以上に個々人はジ

ェ ンダーを意識 し、男性たちは自分の 「男 らしさ」 を他者を媒介 しつつ常 に自他へ呈示 し

ていかなければならな くなった(伊 藤、1998)。

この とき男性たちの社会的 自己確認のために利用 されたのが近代 スポーツで、同時 に男

性性 イデオロギーを男たちに植 え付ける役割 を果たした。近代産業社会を導いた男性原理

は、専門分化 ・効率化 ・生産性重視 といった傾向を強 くもってお り、近代スポー ツの特徴

である専 門化 ・組織化 ・計量化 ・合理化の傾向や、それに結 びつ く競争原理 ・達成原理 ・

記録主義の強調 と、重 な りあ う点が多い ことがわかる。

ここでい う 「男 らしさ」、男性性 を一言で言 うならば、ロバー ト・コンネルの 「ヘゲモ

ニ ックな男性性」(Connell ,1995)と いう言葉で言い表すことがで きる。すなわち、男性

たちは自らより 「下位」にあ る他者に対 して常に支配的であることが要請 されるとい うこ

とだ。下位は もうひ とつのジェンダーである女性であ り、 また従属的な位置にある男性 で

ある。 コンネルの議論 を受 けて、男性性 と犯罪の関係について分析 した メッサー シュ ミッ

トは次 のように言 う。 「男たちは、会話や服装や肉体的外見や活動や他者 との関係 を通 じ

て、ヘゲモニ ックな男性性 を表現 しようと努め るが、 これ らの男性性の記号は、個々の行

為の特殊な環境や、関係性 に反応す る社会的行為に基盤をおいている。それは個 々の特殊

な文脈において再調整された社会的構築物なのである」(Messershumidt,1993)。 つま り、

男性性 は個々の条件や状況に対す る反応 として現 れる。「男 らしさ」は何か実体があ る固

定的なものというよりも、状況によって多様に現れるもの なのだ。男たちは状況に応 じて

常にヘゲモニ ックな男性性 を表現 しなければならないので、個 々の具体的な行為 を通 じて

その場その場で 「男 らしさ」 を再生産す ることを強いられ る。それゆえ男 たちは 「男 らし

さ」 にこだわ り、縛 られ、そこから脱す ることがで きなくなってい くのである。

1-2近 代 スポーツにおける 「男 らしさ」の表 出

この ように近代および近代 スポー ツと男性性 とは分かちがた く結 びついてお り、スポー

ツの場で 「男 らしさ」は さまざまな形をとって表出 して くる。 スポー ッと 「男 らしさ」の

関係 について現在展 開されている知見の うち、スポー ツの周辺で育つ下位文化 と 「男 らし

さ」の結 びつ きを扱った研究 を概観 しよう。

まず よく見 られるのが、女性が排除されたスポー ツの世界を批判的に分析す る研究であ

る。例えばシアー ドとダニ ングは、 イギリスの ラグビークラブに所属する選手たちが、試
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合の後バ ーやバ スの中で、男の 「ス トリップショー」 を行 なって、卑狼な歌 を歌 った り、

酒浸 りになった り、器物を損壊 した りするタブー破 りは、高度に儀式化 した形態 を取 るこ

とが多 く、ラグビーの周辺で発達 した下位文化に不可決な部分 を形成 していると述べてい

る(シ アー ド&ダ ニ ング、1988)。 選手たちにとっては、ゲームそれ 自体 に加えて、 この

タブー破 りの儀式が楽 しみや満足 を提供する場 となっているのである。これ らの行為は ラ

グビー選手が主に所属す る上流 ・中流階級の規範を犯す ものであ り、 またスポー ツの求め

る 「健全な身体 と健全 な精神」 という規範に反するものであるが、イギ リスにおいてはパ

ブリックスクールとラグビーの歴史的関係によって、その行動 は大 目に見 られた。それゆ

え女性 を既め る歌が クラブの選手たちに脈 々と受け継がれ、長 らく女性のクラブハウスへ

の出入 りを禁 じるこ とが可能 となっていた。

ネ ッド ・ポルスキーはアメリカにおける玉突 き場の研 究(Polsky,1967)に おいて、 ど

の ように玉突 き場が女性的価値の世界から逃避する手段 として作用するようになったか明

らかにした。ポルスキーに よれば、肥大する都市化 に伴 って、賭 け玉突 き場 は、悪態 をつ

いた り、噛み煙草 を吐 き出 した り、誰はばかることなく喧嘩をした り、だら.しない服装 を

した り、大きい賭けを した り、酔っ払った り、売春婦を買いま くった りしたがるアメリカ

人のための逃避の場所 となったのだという。玉突 き場はその後人気 を失ったが、その理由

は都市生活の社会的状況が、男性の大多数 を結婚す るように導 き、社会的タイプとしての

生涯独身者の数が少な くなったか らである。業者たちによって新 しい客を獲得する手段 と

して、見て くれを良 くした り、魅力 を添 えた りするための試みがなされたが、その試みは

かえって男性 だけの下位文化 と強固に結びついている昔か らの常連(玉 突 き場 を女性的価

値か らの逃避の場所 とす る男性たち)を 遠 ざけて しまった。

別の例 として、オース トラリアの田舎の地域社会における研究では、男性がその土地 の

レク リエーション資源 とレクリエー ション活動を支配 してお り、仲間 との レジャーを容易

にす るために女性の家事能力 を利用 しつつ、同時に彼 らの活動の多 くか ら女性 を慎重に締

め出 していたことを明 らかにしている(Dempsey,1990)。

この ように、スポーツはその周辺で育つ下位文化 と強固に結びついてお り、その文化 は

たぶんに女性排除の志向性 を持 っている。 これは言 うなればスポーツの世界 のホモソーシ

ャリテ ィ(同 質社会、同性への友情)の 傾 向をあ らわ している。男同士の強烈な結合への

志向性は、近代 スポーツにおけるさまざまな場面で確認で きる。

ホモソーシャリティ論 を最初 に提 出したのは、 イヴ ・セジウィ ックである。セジウィッ

クは 『男同士の絆』において、 シェイクスピアか ら19世 紀 までの文学 テクス トを対象 に英

文学批評 を行ない、近代 における社会支配の一形態 としてのホモフォビア(同 性愛嫌悪)
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のメカニズムを説 明 した(セ ジウィック、2001)。 ホモソー シャリテ ィとは、近代西洋の

家父長制 における男性間の関係 に与えられた名称である。近代の西洋社会が、女性を媒介

とした男性間の結束と権力の授受 によって構造化 されていることを理論化 したのは1975年

以降の フェ ミニズムであるが、この男性同士の関係 は 「ホモソー シャルな欲望」の関係 と

名づけられた。セ ジウィックは 「ホモソー シャルな欲望」が 「ホモセ クシャル」 と 「ヘテ

ロセクシャル」両方を含みこんだ、男性間の関係全体を規定 しているとし、家父長制の関

係 とホモセクシャルな関係 とは構造的に一致 してお り、両者の境界 と意味は歴史的 ・文化

的に可変であると論 じた。つ まり 「男への性的な欲望」 と 「男へ の性的でない欲望」の境

界は非常に曖昧で、この境界は権力関係 によって恣意的に定義 されるものである。 この研

究 はジェンダー/セ クシュア リティ研 究に大 きなパ ラダイム変換 をもた らし、 レズ ビァ

ン/ゲ イスタディーズの理論的発展に大 きな影響 を及ぼ した。

近代社会のあ らゆる場面において、ホモソー シャリティ的傾向 とホモフォビアが併存 し

ている状況が見 られるが、スポー ツも例外ではない。 「男 らしさ」 にこだわるホモ ソーシ

ャルが実現するためには、ホモフォビア とい う過剰な 「男 らしさ」の表 出が必要である。

先 にあげたラグビー クラブの研究でも、同性愛者を茶化 した り、おとしめた りすることを

中心テーマとする歌が、酔っ払った選手たちによって歌 われる様子が描かれている。 ラグ

ビー クラブそれ自体は、部外者にとって非常に閉鎖的で、非常 に親密 な男の集団である。

彼 らは一緒 に風 呂に入った り、男 だけの集 まりのなかでス トリップをした り、たぶん無意

識的に動機づけ られたものであろうが、一般的に同性愛的にみえる行動 をよくする。選手

たちがゲーム中に、お互いに しっか りスクラムを組み、お互いの股の間に頭 を突っ込んで

いる状態は、 しば しばジ ョー クの標的にす らなる。 ラグビー界に伝統的に歌 われてきた歌

の一つに、以下のようなフレーズがある。

おれたちはみんなホモだ。

だから、二階に上がっているあいだは失礼するぜ。

おれたちはみんなホモだ。

だから、おれたちはペァで歩 き回るんだ。(シ アー ド&ダ ニング、1988:245)

シアー ドとダニ ングによる と、女っぽい、あるいはホモっぽいことがラグビーの歌のな

かで茶化 されるのは、女性への脅威の表現であるという。19世 紀後半 に大人のためのスポ

ーツとして発展 したラグビーは、婦人参政権運動の高 まりと結 びついてお り、女性 に開か

れる社会的機会や社会進出に対する不満 と抵抗 を反映 しているのだ。女性への脅威 はすな
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わち男 らしいアイデ ンティティ感が脅かされるこ とへ の恐怖であ り、それゆえ女性や女っ

ぽい同性愛が茶化 されるのである。 この歌の機能は、男 らしさの強調、強化 である。 ラグ

ビーに限 らず、ロ ッカールームでの男性同士 の会話 を分析 したカリー も、「お しゃべ りの

断片」に性差別的で同性愛嫌悪的な傾向を強 く感 じ取っている(Curry,1991)。

以上見 てきた ように、近代スポー ツと 「男 らしさ」の関係についての諸研究 は、「男 ら

しさ」の表出の形 として、近代 スポーツのホモソー シャリティ的傾向 とそれ と併存するホ

モ フォビア的傾向 について詳細 に分析 していることがわかった。ではこの2つ の方法以外

に、 どのような 「男 らしさ」の表出があるだろうか。

男性が女性 よりも犯罪や社会的逸脱を犯 しやす いジェンダーなのかを分析 したメ ッサー

シュ ミッ トは、近代社会においては、男性 たちは、つねに 「自分が男である」 というこ と

に縛 られ、「男性 による犯罪は、男性性 を達成す るために、他の資源が入手不可能な とき

に資源 として発動される社会的実践 の形態である」(Messershumidt,1993)と し、他者か

ら 「男 らしくない」 と認識されれば、自分 の存在その ものの危機感 を覚 える場合 さえある

とい う。 とはいって も、男性たちは、自分1人 では、 自分の 「男 らしさ」 を証明できない。

自分が 「男である」 と自己認識す るためには、他者か らの 「お まえは男である」 とい う承

認や 自分の優越 を賞賛 して くれ る者が必要 となる。 「この他者 からの承認 を獲得するため

にこそ、男たちは社会的地位を求めて競争 し、美 しい女たちを 『所有』 しようとし、権力

を追い求めるのだ ということもで きるだろう」(伊 藤、1998:87)。 しか し他者の承認によ

って しか 自己証明ができない ということは、大 きな矛盾 を含んでいる。男たちは 「女」 を

支配 しなが らも、「女」 に依存 しなければ、 自らの 「男」 としてのアイデ ンティテ ィを確

保できない。この他者 によって しか 「男 らしさ」が証明で きない という大 きな矛盾が 「男

たちに、 『男の メンツ』意識 とい う重 い鎧 を身につ けさせ、能力以上の 『無理』 を強い、

弱みを隠蔽 させ、力 を示す ことを要求するのだ」(同 上:88)。 確かに、スポーツの世界で

は 「ノーペ イン、 ノーゲイ ン」 とい う言葉 にあ らわれるように、 肉体 的 ・精神的苦痛 を乗

り越 えることを強い、怪我や故障 もご く日常的な出来事 として捉 えられている。女 よりも

男にその強制力が強 く働いているのは確 かだ。

したが って、スポー ツの周辺で育つ下位文化 における 「男 らしさ」の表出、表現の形態

は、近代スポー ツの(1)ホ モ ソーシャリティ的性質か らくる女性排除、(2)ホ モ フォ

ビア的性質か らくる同性愛お よび 「男 らしくないもの」の禁止に くわえて、(3)「 男」ア

イデ ンテ ィテ ィの確保のために他者からの承認 を必要 とす ることか らくる女の所有、称賛

者の確保、(4)「 男の メンツ」 を守るプレッシャーか らくる、能力以上の行動、弱 さの隠

蔽、力の表示 という4点 によって、さしあた り分類することができるのではないだろうか。
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スポーツの下位文化における 「男 らしさ」 の表出

1)ホ モソーシャリテ ィ(女 の排除)

2)ホ モフォビア(同 性愛および 「男 らしくないもの」の禁止)

3)他 者か らの承認(女 の所有、称賛者の確保)

4)「 男の メンツ」 を守 るプ レッシャー(能 力以上の行動、弱さの隠蔽、力の表示)

本論ではこの4つ の軸 に したがって、サーフィンというスポーツの世界における、「男

らしさ」 と密接 に結 びついた下位文化を分析 してい く。

2サ ーフ ァーの 世界

スポーツと 「男 らしさ」の関わ りを検討す るにあた り、本論ではサーファーの世界 をと

りあげている。サーフィンの世界には、男性達による 「男 らしさ」の表出が典型的 ・集約

的にあ らわれると考 えられるか らである。サー ファーの世界は 「男 らしさ」 に結びついた

下位文化を有 し、「男 らしさ」の表現が豊富に見られる。 この ような日常的な実践に よっ

て、サーファーの世界のジェンダーによる支配関係が構築 されている。サーフィンの周辺

で発達する下位文化が 「男 らしさ」 と結びつ きやすいのは、様 々な理 由が考え られるが、

第一 には若者が文化の中心的な担い手であるか らだ。そして第二は、一般的なイメー ジと

しても実際の世界でも、サー ファーは男性が大多数であ り、男性 によって世界が構成 され

ているからである。概 して若者文化 と性差別的な表現 とは深いかかわ りがある。若者文化

の多 くは対抗 文化の要素 を含み、「良識 ある大人」 の眉 をひそめ させ るのが 目的で ある。

したがって、例えばラ ップ ・ミュー ジック、バ イク、サーフィンなどの下位文化の表現は、

「男 らしさ」 に満ちている。スポーツの周辺で育つ下位文化 と 「男 らしさ」の関わ りを検

討す る際、本論でと りあげるサー ファーの世界は非常に適当な事例 となる。

サー ファーについての研究は、主にアメリカとオース トラリアでなされているが、それ

ぞれ様々な素材が扱われ、様 々な分析 ・記述ス タイルが採用 されている`%本 論で採用す ・

るのは、エスノグラフィー的な調査 ・記述方法であ る。エスノグラフィー とは、異文化 を

自分で見聞 きした資料によって記述す ること、調査者自身が異文化 と積極的に関わ り、人

間関係 を築 き、周 囲へ の/か らの働 きかけの中で経験 したことを記録す ることである。 な

`3}例 え ば
、 サ ー フ ィ ン雑 誌 を テ ク ス ト分 析 した もの(フ ィス ク 、1998)、 サ ー フ ィ ン ・ク ラ ブ

(Pearson,1979)や サ ー フ ィ ンの 流 行 の 歴 史 的 変 遷 を追 っ た もの(Irwin,1973)、 研 究 者 自身 の 経 験 か ら 身

体 論 的 に近 代 との 関係 を 論 じる もの(清 水 、1993)な どが あ る。
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かで も特に 「私の 目 ・私の考 え」 を積極的に取 り入れた一人称のエスノグラフィーのス タ

イルを採用す るが、それは本論がジェンダー不平等 な関係性 と規範の具体的な創出過程を

追 うことを目的 としているためであ る。スポー ツをする者が 日常的な実践 によって構築す

るような権力関係は、実際にフィー ル ドにおいて共 にスポーツをすることを通 じて しか見

ることはできない。 日常生活 に秘め られた政治性 を意識化 し、その中で生 まれる創造性や

抵抗性のメカニズムを浮 き彫 りに していきたい。

2-1サ ー フ ィン とサ ーフ ァーの定 義

まず、本論で関連がある範 囲で、サーファーの世界 を簡単に紹介 しよう。

〈サー ファー〉とはサーフィンをする人のことで、〈サーフィン〉とは広義 に解釈すれ

ば、波 に乗 る行為 を指す。波 に乗る行為 は、自分の体だけで波 に乗 るボディサー フィンの

場合 もあれば、サー フボー ドを使 って乗 る場合、ボデ ィボー ドを使 う場合、 カヌーや ヨッ

トを使 う場合、等 々を含める事が出来る。 しか しなが ら、本論中でくサーファー 〉、〈サ

ー フィン〉とい う言葉を用いるのは、 もっと限定された意味においてである。簡単に整理

してみ よう。

サーフィン サー フボー ド、 ボディボー ドを用いて波 に乗 ること。サーフボー ドに

はさまざまな種類があるが、 ここでは特 に約200cm弱 の ショー トボー ドと呼

ばれ るボー ドを指 し、ボディボー ドは約100cmほ どのスポ ンジ製のボー ドを

指す。

サーファー サーフィンをす る人の ことで、 ボデ ィボー ドをす るボディボーダー と

は区別す る。調査対象 としたX・ サー フ ・シ ョップ(以 下、Xサ ーフ)の 所

属人数は20～30名 前後(4)。

場 所 一Xサ ーフは名古屋市の某工業地区に位置する。チーム員はほとんどが市

内に居住 している。サーフィンをしに行 くのは伊良湖 と呼ばれる愛知県渥美

半島の表浜周辺を中心 とす る海岸である。季節や波の状況 に応 じて、静岡県、

(4}Xサ ー フのサーファーと知 り合ったのは1995年 冬である。友人を介 してチーム員の何人かと食事

をしたのが始まりで、数 ヵ月後に私はボディボー ド用具を購入し、毎週のように一緒に海に行 くようになっ

た。参与観察法を主体とし、フィール ド・ノー ト、 ビデオ、写真に調査結果を記録 した。その他、インタビ

ュー調査やあらゆるメディア(テ レビ、ラジオ、ビデオ、映画、インターネット、本、雑誌、新聞)か らの情報

収集を行なった。知 り合ったサーファー達は、出会った頃から現在に至るまで、私にとって調査対象という

よりもまずプライベー トなサーフィン仲間である。本論を発表することについては、彼らの承諾を得てい

る。
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福井県、鳥取県、高知県、三重県などにも足 を伸ばす。長期の休みがある場

合はこれに限 らず国内外の海へ出かける。

時 一一原則的には週末に海 に行 く。 よくあるパ ターンが、仕事 を終えた金曜あるいは

土曜の夜 に海に向かって出発 し、伊良湖 に到着後、軽 く仮眠 を取 って 日の出

とともにサーフィンを し、 日曜の 日没 までサーフィンをして名古屋に帰 ると

いうもの。平 日はほとんどのチーム員が定職やアルバ イ トの仕事をしている。

ショップに来 るのは仕事が終わった平 日の夕方以降が多い。

内 容 伊良湖に行 き、 シ ョー トボー ドでサーフィンをする。サーフィンの合間

に、食事をとった り銭湯に行った り、波がなければ他の遊 び(釣 り、ゴルフ、

サ ッカー、ゲームセ ンター、パチ ンコ等)を することもある。一 日に3ラ ウ

ンドくらいサーフィンをす る。1ラ ウン ドは大体2時 間前後。

本論では、Xサ ーフのオーナーを中心 に、以上の様な行動様式をもつ人 々の集団をくサ

ー ファー〉と定義す る。

2-2X・ サ ー フ ・シ ョ ップ とチ ー ム 員

正確 な数字は把握で きないが、1995年 の時点で 日本のサー ファー人口は100万 人を超 え

たといわれている。現在Xサ ー フの ようなショップは全国各地 に多数存在する。 ショップ

の規模 は、例 えばムラサキスポーツや丸井スポーッなどの ような全国チェー ンの大型小売

店か ら、Xサ ーフの ようにオーナーが副業 として経営 し、宣伝 も行 なわず顧客 も30名 ほど

の小規模の店 まで多種多様である。全国チ ェー ンの大型店や顧客を多 く抱 える比較的規模

の大 きなシ ョップでは、板やウエ ットスー ツ(5)な どの道具を無料あるいは安価で提供 さ

れ るライダー と呼 ばれるサーファー を抱 え、宣伝 を行なっている。一方、Xサ ーフは利益

を上げることが目的ではな く、友人同士が集 まる口実のために開店 した経緯があるので、

チーム員同士の関係 も密であ り、 アッ トホームな雰囲気 に包まれている。

シ ョップの果たす役割はその規模 や 目的に応 じて様 々であるが、Xサ ー フで は主 に、

(1)用 具購入 ・修理、(2)情 報交換 の場所 としての役割 を担 っている。用具の購入に際

しては、シ ョップの店員やオーナーに相談 して 自分の技量にあった道具 を選ぶ ことが求め

られる。用具は消耗品であ り、季節ごとにも装備が変わるので、用具購入のためにサーフ

㈲ 防寒 ・保護 目的の身体にぴった りとしたスーツ
。ゴムやジャージーの素材で作 られている。季節

に応じてさまざまな厚さがある。
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アーたちは定期的にシ ョップを訪れている。 ショップの役割のなかで最 も重要なのは、二

つ 目に挙げた情報交換の場 としての役割である。Xサ ーフではメンバー同士が親密なつ き

あいをしているので、 メンバー同士のたわい もない 日常会話は、サーフィンをす る上での

楽 しみの中で、非常 に大 きな部分を占めているのであ る。 また、サーフィンに関するさま

ざまな情報についての意見交換 は、サーフィンをす るのに良い場所 を選ぶ際やサーフィン

のレベルア ップのために欠かせないものであるので、サー ファーたちは常 に周囲のサー フ

アー とコ ミュニ ケー シ ョンを取 っ てい る。

X・ サーフ ・ショップは1994年 夏、名古屋市内南部の工場地帯にオープンした比較的歴

史の浅いショップである。当初客はオーナーの友人だけであったのが、ロコ ミで人が集 ま

っていって、流動的ではあるが現在では20～30名 が顧客 として通 う。彼 らはチーム員 と呼

ばれ、シ ョップのなかで 「身内」 として扱われ る。単に用具のみ を購入 しにくる客や、チ

一ム員たちと特に親 しくすることを目的としない客 は 「お客 さん」 として扱われている よ

うだ。全体 的 に見 る と、チー ム員 た ちの特徴 は、男 性 、20代 か ら30代 、高 卒が最 も多 い(6}。

オーナーの友人がまずシ ョップにや ってきて、その人たちが次に学校の同級生や後輩を誘

い、その中でサーフィンを続けた ものが またその友人を誘い、 というように して メンバー

が 増 えて い く。女性 の メ ンバ ー は極 端 に少 ない 〔7}。

〔6)本論 に登場するチーム員を紹介する。これはチーム全体の一部である。

K野:男 、昭和37年 生まれ。Xサ ーフのオーナー。サーフィンを始めたのは19歳 のとき。現在は工作機械

の設計からメンテナンスまでを引き受ける会社 を父親か ら譲り受け、妻 と3人 の子どもとともにショップ

兼自宅に住んでいる。

M田:男 、昭和39年 生まれ。M田 もごく若いときにサーフィンを始めた。K野 と16歳 の ときに知 り合い、

現在 も付 き合いが続 く。彼は現在中国で宝石鑑定の仕事をしている。私をXサ ーフに来てボデ ィボー ドを

するように誘ってくれたのが彼である。

S藤:男 、昭和41年 生まれ、Y中:男 、昭和41年 生まれ。K野 が他店の店長時代にやってきた。後輩に

あたるS藤 とY中 は、同じ中学校に通った同級生で、非常に付 き合いの長い親友同士である。サーフィン

を始めた高校生の頃は電車で通った。卒業後K野 に出会い、Xサ ーフがオープンするとチーム員となった。

現在の彼らはそれぞれ某大手企業の営業職についている。

T田:男 、昭和42年 生まれ、0田:男 、昭和42年 生まれ。T田 とオーナーのK野 は、Xサ ーフが開店す

る前からの知 り合いで、T田 はK野 の妻の友達の弟に当たる。実家は有名な製菓会社を経営している。.0

田はT田 の同級生で、自動車会社のテス トライダーをしている。

F田:男 、昭和45年 生まれ。F田 の妻の兄がサーファーだったので、F田 はXサ ーフに来る前からサー

フィンを始めていた。現在一児の父となり、商社の営業職に就いている。

N部:男 、昭和46年 生まれ。N部 はもともと電車で海に通うサーファー(通 称:電 ファー)だ ったが、

あるときK野 の知り合いであるY川 が海に行 く途中、歩いているN部 をひろって乗せてやった事か ら、現

Xサ ーフの前身であるショップに通 うようになり、現在のXに やってきた。

A部:男 、昭和52年 生まれ、K川:男 、昭和52年 生まれ、K端:男 、昭和52年 生まれ、N尾:男 、昭和

51年 生まれ。A部 とK川 はXサ ーフが開店 してすぐやってきた、いわゆる飛び込みの客である。2人 がサー

フィンを始めるのを決意すると、彼の同級生であるK端 、N尾 もショップにやってきて、チーム員となっ

た。この4人 は高校は別だが、中学校の同級生である。K端 はK野 の会社で勤めていて、今年で4年 目にな

る。夜はN尾 とともにXサ ーフで店番をしている。
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2-3上 下関係

Xサ ー フは経営規模が小 さ く宣伝活動 を行なっていない事 か ら、通 りすが りの客が入っ

て くることは少な く、ほ とん どが既に所属 しているチーム員 と友人関係、学校の先輩 ・後

輩関係にあるなど、なんらかのつ なが りがある者が参入 して くる。そ して彼 らの社会的背

景は似通ってお り、サー フィンをは じめる動機や きっかけなども共通する点が多いこ とが

わかる。それはつ ま り、男性 が同性 の友 人を誘い、その友人が また同性 の友人を誘 って、

という男たちの連鎖であ り、結果的に 「自然 と」男 だけの世界がで きあが ってい く。 シ ョ

ップ内には、有志 による自由参加の集団ではあるが、いわゆる体育会系の クラブのように、

若干の上下関係が存在 していた。 その上下関係は もちろん男性 同士 の関係であって、女性

はほとんど含まれていない。

社会人スキー クラブの仲間関係 を分析 した宇部 によると、クラブの 「タテ」関係は(1)

クラブへの入会年数、(2)ス キーの技術、(3)年 齢による ものであるとしている(宇 部、

1995)。Xサ ーフの中で も、明らかにこの三つの基準による上下関係が存在 していた。

年齢 による上下関係 はサーファー相互の呼びかけや言葉づかいに現れている。例えばオ

ーナーのK野 は、シ ョップに最 もコ ミッ トしている20人 くらいのサーファーの中で最年長

であ り、皆が彼の ことを 「K野さん」 と、「さん付 け」で呼びかけ、 しかも 「です ・ます調」

の敬語 ・丁寧語で話をす る。同年代同士や年下へは、呼び捨てか 「あだ名」での呼びかけ

T橋:男 、昭和51年 生まれ、H:男 、昭和51年 生まれ、K:男 、昭和51年 生まれ。T橋 はもともとN尾 と

同じ空手道場に通ってお り、N尾 を頼ってXサ ーフにやってきた。HもN尾 のつてでXサ ーフに来てサーフ

ィンを始めた。KはA部 らの同級生で、サーフィンをはじめて今年で2年 目になる。N尾 と交際している女

性の女友達と交際 していることから、Xに やってきた。現在は派遣会社に勤務する。

1藤 兄:男 、昭和51年 生まれ、1藤 弟:男 、昭和54年 生まれ。1籐 兄はA部 たちの同級生 らと一緒にX

サーフにやってきてサーフィンをは じめた。弟の方はその後でやってきた。二人とも運送会社に勤務して

いる。

A:男 、昭和55年 生まれ。今年22歳 になるX… 番の若手サーファーであるAは 、父親が現役のサーファー

で、Xサ ーフの客であったことからこの店にやって来た。彼が…番最初にサーフィンをしたのは4歳 の頃だ

った。建築資材の会社に勤めている。
咽 〈女性チーム員>

M原:女 、年齢不明。T田 がXサ ーフに来たときに交際していたのがM原 で、彼女は 「彼と同じ趣味が

あった方がいい」と思ってサーフィンを始めた。Xサ ーフ初の女性サーファーだった。保育士の仕事をし

ていた。その後T田 との交際を打ち切ると、ワーキングホリデーを利用 してオース トラリアへ移住 し、X

サーフとの連絡はそれ以後なくなってしまった。

K武:女 、昭和55年 生まれ。Xサ ーフには女性サーファーがこ.=人しかおらず、彼女はそのうちの1人 であ

る。高校生の頃、すでにXサ ーフの客であったN羽 の紹介で店に来た。

A川:女 、昭和48年 生まれ、T川:女 、昭和46年 生まれ。A川 はT田 と知 り合って、ボデ ィボー ドをす

るためにXサ ーフにやってきた。当時、私はXサ ーフのアルバイ ト店員だったので、,彼女に接客 し道具購

入の手伝いをした。偶然にも私の同級生であったT川 と同じ小学校に通った者どうしで、顔見知 りであっ

た。その後A川 は結婚 してボディボー ドをやめ、T川 もボディボー ドから遠ざかっている。
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46 水野:ス ポーツと下位文化についての一考察

となる。 「です ・ます調」 と言って も、時折同年代の友人への ような言葉づかいになる こ

ともあ り、「～っす」 ・ 「～っす よ」な どのバ リエー ションがある。 この年上の名前への

「さん付 け」 と 「です ・ます調」 は最 も堅固なルー ルであるようだ。なぜ ならば、 このル

ールはほかの二つの基準である入会年数 と技術で低い ところに位置 していて も、ほ とん ど

決 して破 られることがないか らであ る。つ まりどんなにサーフィンが下手で も、 ショップ

に来たばか りで何 も分か らな くても、年が上の場合は必ず 「さん付 け」 と 「です ・ます調」

で扱 われる。

所属年数による上下関係 も、言葉づかいに現れる。言葉づかいの崩れが、関係の経過年

数が多い ほどよ くあ らわれて くる。た とえば、オーナーのK:野 のす ぐ下の世代であるS藤

とY中 は、K野 に話をす るとき、時折 「です ・ます調」が崩れて 「～で しょう」 などとな

る。基本的には敬語の線が守 られているが、彼 らのように年が比較的近 くてつ きあいが長

い と容認されるようだ。 しか し彼 らでさえ もK野 を 「さん付 け」以外では決 して呼ばない。

S藤 やY中 の下の世代のA部 やK端 も、年上へ の 「さん付け」 をする。 ショップにきた当初

の彼 らも、上の世代への緊張感があって 「です ・ます調」の崩れは見 られなかったが、所

属年数が長 くなってそれが時お りみ られ るようになった。

技術に よる上下関係 は、海に入 ると歴然 とする。誰が上手かということが、一瞬にして

明 らか となるか らだ。上手な人は数多 く波に乗る し、サ イズのある波で も要領 よく沖に出

て、人一倍素早 くテイクオフ(波 に乗 り始めるときの動作)し 、波 に応 じて多様な技を繰

り出す ことがで きる。海の中における上下関係については、この技術 という基準が非常に

大 きな部分 を占め るといえるだろう。 しか し、それで も仲間内では年長者が追いかける波

を横取 りしようとする事は少 ない し、 ドロップインといって途中から割 り込んで波に乗る

ことも、上か ら下へ は笑 って許 されてい る。

以上がXサ ー フにも共通 してみ られる、スポーックラブ内の上下関係 を決定する三つの

基準である。ただ しそれは場所や状況に応 じて非常にフレキシブルに変化するものである

ということは付 け加えてお きたい。例 えば私は年齢がチームの中で高いほうにあって、普

段 は年少者か ら敬語 を使われているこ とが多いが、海の中でのサー フィンの技術は劣 る。

そ うすると陸の上での関係 と海の中での関係は一致せず、時 と場合によって変化 して くる。

また、た とえ場 を限定 して考えても、必ず しもこの三つの基準だけで上下関係 を捉 えられ

ない場合 もある。例 えば、誰か ら見てもある2者 に技術の優劣が存在 し、 しか も年齢差 も

入会年数 にも差があった とする。 しか し、技術的劣位 にある者が年少者であ り、今後の成

長が大 いに期待で きる場合、あるいは大変 な努力 をしていることが見て取 れる場合、ある

いはまた体調やその日の波な どあ らゆる条件が劣位 の年少者に味方 した場合、その 日最 も
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称賛や認知 を得 られるのは彼になる可能性が高い。2者 の間に上下関係はいぜん と存在す

るであろ うが、特定の状況 を具体的に捉 えた場合、微妙 な変化があ らわれ うるということ

は記 してお きたい。

さらにこの三つの基準以外に、チーム員の上下関係 を定めるもの という論点か ら少 しず

れるが、Xサ ー フのなかでは個人の 「魅力」 というものが、その人を特徴付けるのに欠か

せない要因となっている。個人の魅力 はそれ こそ多種多様で個別的 なものであ るが、 しい

て挙 げるなら例 えば会話が面 白い、役 に立つ、一緒 にいて楽 しい、話題 に事欠かない、外

見的に魅力がある、セ ンスがある、あるいはと りたてて特徴がな くて も素直である、誠実

である等々であろう。 いずれ にせ よ、サーフィン自体 とは少 し離れて、仲間 として楽 しい

か、魅力があるか という点が、その人の集団内での位置 を定め るときに非常 に重要 となっ

て くる。 というの も、特にXサ ーフは、サー フィンの レベルア ップだけが 目的 とい うより

も、ほとんどのチーム員が仕事や家族を持った上でサーフィンを続 け、仲間とのコ ミュニ

ケーシ ョンがサー フィンの楽 しみの大 きな一部 を占めているので、楽 しくサー フィンでき

るかどうか という点は彼 らにとって大 きな関心事 となるためである。

3X・ サ ー フ ・シ ョップ にお け る 「男 ら しさ」 の表 出

Xサ ー フの人間関係は、先に述べ たようない くつかの基準 によって定め られ、「男同士の

友人ネ ッ トワーク」か らなっていることが明 らかになった。そ もそ もXサ ーフはロコミに

よる参加が最 も多い ショップであるので、男性のオーナーがその友人を誘い、友人がその

後輩を誘い、その後輩がそのまた後輩を連れて くるということが繰 り返 されれば、「自然

と」チーム員は男性が 中心 となってい く。加 えて女性サーフ ァーは上達の速度が遅 く、サ

ーフィンを開始す る年齢 も遅い場合が多いので、年数や技術 で定 まる上下関係 において、

男性のチーム員た ちに比べて微妙 な立場 に立つ事が多い。男性のチーム員の方がシンプル

な立場 に置かれているのである。 この男女の差異が影響するなかで、サーファーの世界の

下位文化 はどのようなものとして立ち現れて くるだろ うか。先にまとめた、スポーツの周

辺で育つ下位文化 において表出される 「男 らしさ」の4つ の軸、つ まり(1)ホ モソーシ

ャリテ ィ(2)ホ モフォビア(3)他 者か らの承認(4)「 男の メンツ」を守 るプ レッシ

ャー、に したがって、サーファーの世界を見てみ ることに しよう。Xサ ーフのチーム員た

ちは、 どの ように して 「男の世界」 を作 り上げているのだろうか。
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3-1ホ モ ソ ーシ ャ リテ ィ(女 の排 除)

Xサ ーフの メンバーたちは、私 自身も含めて、仲間 と一緒に酒 を飲 むのが好 きだ。 ショ

ップに来た頃、全 く飲めなかった若者がどんどん酒 に強 くなってい く様を、幾度 とな く目

の当 りにした。それ くらい一緒に酒を飲む機会が多い。サーフィンの合間や終了後、缶 ビ

ールを飲んだ り居酒屋 に行った り、海でバーベキューを しなが ら、あるいは泊 りがけで忘

年会 を開催 して飲む。 またサーフィンとは別に、市内の繁華街へ飲みに行 くこともある。

大量に飲んで酔 うこともしば しばあった。少 なくとも私が観察 したXサ ー フでは、サーフ

ィンとアルコールは相互に深 く結びつ き、 しか もセックスに も密接 に結びついているよう

だ。

Xサ ーフのサー ファーたちはよくコンパ に参加する。 ここでい うコンパとは、女性 と男

性がほぼ同数集 まって行な う飲み会のことである。 ここで彼 らは女性 と知 り合って親密 な

関係に至 ることがある。既婚者は参加 しないようであるが、特定の交際相手がいることと

他の誰か と知 り合 って親密になることは矛盾 しない。彼 らの言葉で言えば 「全 く別物」 な

のだ。 また、サ ーフ ・トリップと呼ばれる国内外のサーフィンを目的 とした旅の中で も、

女性 との出会いやつ きあいは、実際に行動 を起こすか どうかはともか くとして、楽 しみの

ひとつ になっている。サーファーたちが潮 の満ち引 きを調べ るために見る 「ビーチコー ミ

ング」 という汐見表には、全国のサーフ ・ポイン トの紹介 とともに、その土地の見知 らぬ

女性に声 をかけるナ ンパのテクニ ックやナ ンパの場所、風俗店の紹介 ・感想 などが以前掲

載 されていた(8)。 私は女性であるので、彼 らが コンパを している場に居合 わせ たことはな

いが、海で女性 を品定めした り声 をかけた りす る場面は しば しば 目に した。

サーファーの下位文化の中におけるセックス とアル コールの関わ りの強 さは、女性サー

ファーたち と比較する と明確 になる。女性 たちに とっては、私が見 る限 り、男性 に比べ て

それ らは薄いつなが りしかない。深酒や奔放 な性 は、一般社会で も男性 により寛容 に許さ

れる行為である。女が関わることので きない男だけの世界は、 このようにコンパやナ ンパ

をして女性 と関わることによって上手 く実現 されている。

サーフィン以外で も彼 らはパチンコや麻雀、釣 りをす るな どして遊ぶ。 これ らは女性が

ほとんど排除 された ところで行われている。 も・し女性 でもパチ ンコや麻雀に興味があれば

仲間に加 わるこ とがで きるか もしれない。私 も釣 りは一度だけ一緒 に行 ったことがある。

しか し、女性がその ようなことに興味をもたないことが多い とい う事実の前 に、彼 らがそ

    "' Beach Combing (1995; 1996; 1997; 1998; 1999) . 
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れ らのことを仲間 と一緒に行なうということは、女性 と区別された時間を共有することで

あ り、男 らしさを結果 として呈示 しうるといえよう。

映画の世界で も現実の世界で も、女性 はよく 「のけ もの」にされ、待 たされることで、

男だけの世界が作 られている。サー ファーの問で冗談半分の話題になるのが 「私 とサーフ

ィンとどっちが大事?」 とい うセリフで、交際相手の女性がサーフ ィンとその仲間に没頭

しす ぎることに対 して非難をする。イギリスのサーフィン映画 『ブルー ・ジュース』で も、

いい波が来る と彼女 とのデー トをすっぽか してサーフィンに出かけるサーファーが出て く

る19}。 『ハー トブルー(原 題は 『ポイン トブレイク』)』とい うアメリカ映画で も、サーフ

ァーの仲間同士で銀行強盗 をする場合、それまで登場 していた仲間の女性サーファーはい

つのまにか除外 されていて、男同士のあつい友情が表現 されているのである 〔1%

3-2ホ モフォビア(同 性愛および 「男 らしくないもの」の禁止)

Xサ ー フでは男性のチーム員全 てが ショー トボー ドと呼ばれる板に乗るサー ファー(シ

ョー ト)で ある。一方、女性のチーム員の場合はボディボー ドに乗 るボディボー ダーとサ

ー ファーの両方がいる。少な くとも彼 らの フィール ドであ る伊良湖では、サーファー もボ

デ ィボーダー も同 じような場所 で同 じような波に乗 るので、道具 に違いがあるだけだが、

この男女差は どこか らくるのだろうか。

まず、Xサ ー フに初めて足 を踏 み入れた とき、新 しく来た人が男性で、 もし彼がどの よ

うなボー ドに乗 るのか迷っていた ら、オーナー もチーム員たちも間違いな く 「やっぱ り男

ならサーフィンで しょう」 と言って、サー フボー ドに乗 ることを勧め る。 しかもその人が

若ければ、シ ョー トボー ドと呼ばれ る短 い板 を勧 める。 シ ョー トボー ドは板が短い分、鋭

いアクションをす ることが可能になるのだが、バランスを取るのが難 しく、著 しく体力を

消耗す るので、年 をとってか ら新 たに始め るのは困難だ。だが、Xサ ーフのサーフ ァーた

ちにとっては、やは りシ ョー トボー ドに乗ることが 「かっこいい」 ことなのだ。

ロングボー ドと呼ばれる長いボー ドは、ボー ドが長 くて安定感があ るので、と りあ えず

波に乗ることは容易であ り、ゆった りとした雰囲気に最近は人気が集 まっている。しか し、

`1"映 画 『プ ル ー ・ジ ュー ス』 は、1995年 に 公 開 され た イ ギ リス 映 画 で 、 監 督 は カー ル ・プ レ ジェ ザ

ー 、 出 演 は シ ョー ン ・バ トウ ィー 、 キ ャサ リ ン ・ゼ タ ・ジ ョー ン ズ他 。 海 を こ よ な く愛 し、 サ ー フ ィ ンの

こ の 上 な い 魅 力 に 取 り付 か れ て い る 主 人 公 は、肉体 的 な 衰 えや 結 婚 を迫 る恋 人 との 関 係 に悩 む 。仲 間 と サ ー

フ ィ ンに 明 け 暮 れ る30歳 を 目前 に した 主 人公 の決 断 の時 を描 く映 画。

llOl映画 『ハ ー トプ ル ー 』 は
、1991年 に 公 開 され た ア メ リ カ映 画 で 、キ ャ ス リ ン ・ビ グ ロー 監 督 、 キ

ア ヌ ・リ ー ブ ス 、 バ ト リ ッ ク ・ス ウ ェ イ ジ他 出演 。物 語 の 舞 台 は カ リ フ ォル ニ ア の ベ ニ ス ・ビー チ 。 サ ー

フ ァー が 絡 ん だ 連続 強 盗 事 件 に 、FBI検 査官 が 自 らサ ー フ ァー と な って 潜 入 捜 査 を試 み る。
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ロングボー ドに対 して、年 をとって体力が な くなってか らす るもの という固定観念 を抱い

ている人がいるのも事実で、若 い男性 はショー トボー ドを好む傾向があ り、Xサ ー フで も

ロ ングボーダーはほ とん ど存在 しない。

ロ ングボー ドよりもさらに敬遠 されるのはボデ ィボー ドで、Xサ ー フに男性 のボデ ィボ

ーダーは存在 しない。一度だけ道具を買って始めた人がいたが、す ぐにやめて しまってシ

ョップに来な くなった。サーフボー ドと異 な り、ボディボー ドは腹這 いで板 に乗 り、 しか

も足 にフ ィンと呼ばれ る足 ヒレをつける。 その姿が どうも男性サー ファーの多 くに受け入

れ られないようなのだ。男性のボデ ィボーダーが影で嘲笑の的 として扱われているの を、

インターネッ ト上のコ ミュニケーションや現実の会話の中で実際によく見聞 きした し、率

直に言って私 自身 もその価値意識 を内面化 してお り、男性 のボデ ィボーダーよ り、そ して

男性 ロングボーダー より、シ ョー トボー ドに乗る男性サーフ ァーの方が はるかに 「かっこ

よく」見 えてしまうのである。

一方
、新 しく来た人が女性の場合、対応は全 く異なる。私がは じめてXサ ーフのチーム

員であ るM田 と知 り合ったとき、彼は私 にボディボー ドを薦めた。実際にXサ ーフに行 っ

た ときは、オーナーのK野 か ら、「サーフィンじゃな くてボディボー ドなの?」 と尋 ね ら

れたが、私は体力 と運動神経に 自信がなかったので、 とりあえず は安全で容易に波 に乗れ

るボデ ィボー ドを選んだ。そ して私の後に も数人のボディボー ダーが来たが、やは りいず

れ も女性 であったし、チーム員 と交際中の女性 たちも、彼 と一緒 に海で波乗 りを楽 しむ と

き、ほとん ど全員がボディボー ドを選 んでいた。私が所属す る前に1人 だけ女性で ショー

トボー ドをするM原 がいたが、彼女はチーム員 との交際 に終止符 を打 ってか らショップに

来な くな り、今では継続 しているか どうかわか らない。その後、女性 サーフ ァーK武 が1

人誕生 し、私 もボデ ィボー ドを始めて4年 後にサーフィンに転向 した。

今ではXサ ーフにK武 と私 という2人 の女性 サーファーが所属 していることになるが、

男性 は次 々と新 しい世代に受け継がれているのに比べ て、女性には全 く変化がないまま3

年が経過 した。女性サーフ ァーが ここ数年非常に増えてきて、業界に も大 きな変化が見 ら

れるようになったが、 まだまだ男女比率のアンバ ランスさは大 きく残っている。シ ョー ト

ボー ドは男性的なもの、ボデ ィボー ドは女性的な ものであるという固定観念が、Xサ ーフ

の中そ してサーフ ァー社会一般 に、今 でも存在する。Xサ ーフでは、女性サーファーが増

えない という現実の前で、数的に も勝 る男性が中心 となってこの世界 は構成 されている。

男性のチーム員が気軽に交際中の女性 を連れて海やシ ョップに来 るのに対 し、女性のチー

ム員はそうしない。あ らゆる側面でXサ ーフの人間関係が男性 中心 に営 まれているのであ

る。「男な らサーフィ ン」 という 「常識」が この世界の 「男 らしさ」 ・ 「男の世界」 をよ
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く表現 している。

若者文化 と性差について、 イギ リス人のポピュラー文化研究者 ジョン ・フィスクは次の

ように言う。

……たいていの若者文化が持っている性差別的 な傾向に注意を払ってお くのはむだではあ

るまい。若者文化の内部ではおおかた男性の行動 と女性の行動ははっき りと区別されてい

て、男性 は行動的で優位な立場にあ り、女性は受身的で従属的な立場 におかれている。バ

ンやバイク、サーフボー ドは昔から男の乗 り物 と決まってお り、大 きさやテクニ ック、装

飾 は男 たちの序列 を表すものである。(フ ィスク、1998:98)

フィスクに よると、特 にサーファー文化 は 「露骨な男性優位主義」 に満ちてお り、サー

フィンの持つ反体制的な性格はこの ことによ り腰砕けになっていると、批判 に満 ちた分析

をしている。確かに男性 がサーフィンで女性がボデ ィボー ドをしているビジュアルそれ自

体 を見て も、男性がボー ドの上 に立って波に乗 り、波 を切 り裂 く技 を繰 り出すのに対 し、

女性 はボー ドの上に腹ばいになってサー ファー よりも低い位置で波に乗 り、ボー ドの特性

か らして波 を切 り裂 くというよ りは、波の上で回転するので優 雅な感 じが し、攻撃的なイ

メージか らは遠 く、その関係性の 「優劣」を明確 に象徴 しているように見える。

3-3他 者からの承認(女 の所有、称賛者の確保)

サーフィンを始めたの は 「女の子 にもてたか ったか ら」であると、何人ものサーファー

の口か ら聞いたことがある。サーフィンを続 けてい く原動力は、その うち別のものに変化

す ることが多い と思 うのだが、サーファーたちと女性たちとのかかわ りは、あらゆる点で

密接な ものであ り、サーファーの世界は、サーフィンをしない女性 も含めて、女性の存在

な しには成立 しえない。男 として 「かっこいい」 自分 になるためには、やは りそれを証明

して くれ る他者の存在が欠かせ ないので、女を所有 し、サーフ ァーである自分 を称賛 して

くれる他者が必要 だ。だか らサーファーの一部あるいは多 くは、 コンパやナ ンパ を継続的

に して所有す る女 を確保する し、交際相手である 「彼女」がたとえサーフィンをしていな

くて も、海や ショップに連れて来るなどして、 この世界に関わらせている。 さらには、既

婚者の男性サーファーが、妻以外の女性 を連れて海に来た り、海外へのサー フィン旅行へ

出かけていった りする様子 も、Xサ ーフ以外の場で幾度 となく目にしてきた。 これはXサ

ーフのサーファーの特徴 というよりも、サーファー全体についてのひとつの傾向である。
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サーファーの世界は、サー フィンをしない女性 も含めて、女性の存在 なしには成立 しえ

ない とする理由は、いずれの場合 も男女の逆転 はあ りえないか らだ。つ まり女性サーフ ァ

ーがコンパやナ ンパを して、所有する男を確保 し、 自分が女であることを確認 しなければ

いけない とい うのはあま り考 えられない し、交際相手がサーフィンを しない男性であれば、

この世界に関わ らせ ようとはしない。一緒にボデ ィボー ドを していたA川 は、交際相手の

男性が非サー ファーであ り、サーフィンをす ることを快 く思われず、結婚 を機 にサーフ ィ

ンをやめている。Xサ ーフ以外の女性たちの場合 も、サー ファー以外の男性 と交際 してい

て、相手が理解 したうえでサー フィンを継続 している例 はなかった。サーフィンを辞める

か、あるいは交際 ・結婚 をやめるか とい う選択 を迫 られていた。

フィスクが言 うように、女性 をハ ン トするのは、男性サーファーにとって 日常的で ごく

「自然」 なことなのだ。

サー ファーにとっての女性は、いっ しょに乗せてもらうか見物人でいるほかはなく、また男

たちにとってそうい う女たちはいち早 くモノにし、 自分の女 にしてこれ見よが しに連れて歩

いてみせ るべ き獲物なのである。サーファーの文章で も、波を征服することと女をモ ノにす

ることが重 なった り混 ざり合 った りしていることが多い。「昼、獲物 を仕留め よ。夜、獲物

をしとめよ」(同:98)

だか ら男性 のようにサーフィンをして しまう女は、サーファーにとって獲物に相 当せず、

「お とこお んな」の ようになって しまって、彼 らにとって 「食えない」女 となる可能性が

高い。女性サーフ ァーは男性サーファーよりも、はるかに 「健全」 なイメー ジがある。 そ

の一因はこの ような点にあるか もしれない。

3-4「 男のメンツ」 を守 るプレッシャー(能 力以上の行動、弱 さの隠蔽、カ

の表示)

ホモフォビアの ところで見 たように、「男 ならサーフィンとい う常識」は、体力や運動

能力 に自信のない男性や 「男 らしさ」 を共有 しない男性を排除 し、その常識 を受容する男

性たちに とっては、よ り早 く一人前のサーファーになるための努力 を強いるプレッシャー

となる。Xサ ー フのメンバーたちを見ている と、サーファー と認め られるために費やされ

る時 間や労力は膨大であることがわか る。そのようなコス トを払 ってで もサーフィンを続

けるのは、サーフィン自体の魅力 もさることなが ら、周囲の仲間たちか らの叱咤激励があ
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るからだ。

私は当初、率直に向け られる叱咤に慣れることが出来ず、傷ついた り憤慨 した りしてい

た。 しか し思いがけず褒められた り、暖かい励 ましの言葉がかけ られるときがあ り、その

ときの喜 びはひとしおで、結局サーフ ィンが楽 しい ものに思 えた。例えば、初心者の頃は

波が少 しで も大 きいと沖に出ることが困難 となる。波に乗るためには、波が崩れる場所で

ある沖に出なければならない。 しか し出 られないとメンバーたちか ら自分 と同 じくらいの

レベルのサーファーと比較 され、非常 に恥ずか しく悔 しい思いをさせ られる。暗澹 とした

気持 ちで岸 に座って沖にいる皆 を眺 めている と、「休 むなんて10年 早い。え らくて も(身

体が辛 くて も)や るか ら体力がつ くんだ」 と叱 られ、絶望的な気持ちに追い打ちをかけら

れた。

特に男性サーファーの場合、その叱咤は女性 と比較 されて執拗 に向けられることもあ り、

先輩たちの期待に答えないわけにはいかない。女性 サーフ ァーが大 きな波で沖に出ていた

ら、男性サー ファーは負 けるわけにはいかないのであ る。そのほか、「寒い、怖い、疲れ

た」な どの態度や言葉 も、男 たちは表に出さずに耐 えている。冬の厳 しい時期 にも、夏 と

変わ らず海に来る女性 は、男性 よりも圧倒的に少ない。この叱咤激励 によって、Xサ ーフ

の男性 たちは、「男の メンツ」にかけて 自分の能力の限界を超えることを要求 され、結果

として女性 よりも速い速度で上達 しているのではないだろうか。

また、「男のメ ンツ」にかけて女性を保護することで も、「男 らしさ」は表出されている。

例 えば私はXサ ー フの中で年長の方 にあたるが、彼 らと飲食 を共 にする と、「女の子」 と

して安い価格を負担させて もらえることが多い。これは彼 らが年下で も年上でも同様であ

る。 また、サーフィンの技術 も私のほ うが劣ることが多いため、技術について教えて くれ

る。そ して、海の中で見知 らぬサー ファーの不注意で私が危険な状況に陥った ときには、

すかさず傍 に来てそのサーファーを叱 り飛ば し、私 に怪我がないか心配 して くれるのだっ

た。 また、5つ も年下のサーフ ァーが冗談で私を呼び捨て にした り、年下 に対す るように

なれなれ しい口調で話 し掛けた りすることがある。私自身 も周囲 も思わず笑って しまうほ

ほえま しい光景だが、 このような冗談や先に述べた優 しい保護は、「男 らしさ」 を結果 と

して表現す る事例の一つであるだろう。
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4「 男性文化」の再生産と最近の変化

4-1忠 誠心 の チ ェ ック

これまでXサ ー フにおける 「男の世界」 について詳 しく見てきた。男だけの世界や男同

士の関係性 は、サー フボー ドとい う道具 を通 じて、あるいはアル コールを通 して、コンパ

やナ ンパ を通 じて女性 とつ きあ うことによって、女性抜 きの場 を共有することなどを通 じ

て実現 されている事が明 らかになった。この ような 「男性文化」は、Xサ ーフ内の秩序 の

核 となるもので、これに従 うことがで きなければ、親密 な仲間関係 に加わることは困難 と

なる。私 がXサ ー フのメ ンバーたちと関わる中で よ く見 聞きしたの は、 この 「男 らしさ」

と密接 に結びついた下位文化 に対 して忠誠心 を抱いているか どうかをチェックするジ ョー

クや笑いである。 このようなジ ョークや笑いを仕掛け られた人は、怒った り非難 した りせ

ずに、忠誠心の証である笑いや ジョークで返答できるか どうかを試 されている。

レス トラン文化のエスノグラフィーで、厨房におけるコックの世界を描いた ファインは、

厨房 をジ ョー クの共和 国であ ると して、 そのジ ョー クの分類 や意味 の分析 を して いる

(Fine,1996)。 組織文化 はユーモアの表現 と結 びついていることが多 く、ユ ーモアを交え

た言説 は、組織の構 築にとって重要であるという。実際、ジ ョー クは厨房の仕事の楽 しみ

の半分 を占める と語ったコックもいた。 コック達のジョークは、悪ふ ざけ、か らかい、い

たず らという3種 類である。食べ物やナイフで悪ふ ざけをして緊張 をほ ぐした り退屈か ら

逃れ、か らか うことでコ ミュニティの しるしや仲間意識 を確認 し、いたず らで優越感 とい

う社会的意味を伝達する。ファインはヒューズの次の言葉 を引用 している。

「規則のなかで最 も重要 な問題の主題は、本当の同僚を認める基準、安全なのは誰かという

ことを決定する基準、誰に対 して距離 を取 るべ きなのかという基準をうち立てることである」

(Hughes,1972:341)

フ ァイ ンは ヒューズの説をコック達の冗談の応酬に適用 して、か らかいや悪ふざけな ど

を受 け取 る側 の反応が試されていると考えた。つま り、その冗談が うま くかわせ た り、ま

た冗談を返すことがで き、共に楽 しむことがで きれば、 コミュニティの本当の一員、友人

として認め られるのである。フ ァインの観察 した レス トランでは、内気で女性 らしい女性

コックが このか らかいに耐 えることができず、結局退職に追い込まれて しまった。

私が経験 した忠誠心のチ ェックを紹介 しよう。 ショップに通い はじめた頃、数人のメン

Kyoto Journal of Sociology X / December 2002



水野'ス ポーツと下位文化についての一考察 55

バーか ら 「女紹介 しろ」 とか、私の女友達 と 「コンパ しよう」 と、顔 を見 る度に何度 も言

われた。右 も左 もわか らず、ひたす らショップに馴染 もうとして余裕のなかった私は、 自

分のこ とでも精一杯であるのに、なぜ彼 らに新 しい友人など紹介 しなくてはいけないのか、

さっぱ り理解で きなかった。 そしてその言葉に次第に気分 を害するようになった。 口にこ

そ出 さなかったが、私の不快感は表情に表れていた ようで、その言葉 は私 を 「本気で怒 ら

すか ら言わないほ うがいいと思 った」 とメンバーたちに後か ら聞かされた。 しか し事情を

知 らず、相変わ らず私に 「(女)友 達紹介 して よ」 と言 うサー ファーもお り、周 囲のサー

フ ァーはその言葉 は 「やばい」、そんなことを言 うのは私 を怒 らせ るに決まっているので

「ばか」だと思っていた という。彼 らにとって 「女紹介 して よ」 とい うセ リフは、女性 に

対する挨拶程度の言葉 であると諭 して くれたメンバー もいたが、私 はそれ を受 け入れ るこ

とが出来なかった。そのうち 「紹介 しろ」 と言われて も何 も感 じな くなった。 むしろ 「そ

うだね、今度飲み会で もしようか」 と言うようになった。そのように変化 した私に対 し、

S藤 は 「コンパ しよって言っただけで昔 は怒ってたんだぜ」 とかつての私 を引 き合いに出

し、「来たときは田舎っぺみたいだった。今は垢抜けた」 と言った。つ ま り冗談 を冗談だ

と受け取れず、本気 になって怒っているうちは、誰 も私をXサ ーフの仲間として認めるこ

とはで きなかったのだろう。彼 らは 「女紹介 して」 とか 「コンパ しよう」 という言葉で、

「男性 文化」 を受け入れることがで きるか どうかを試 していたのである。S藤 は忠誠心チ

ェックに 「合格」 してXサ ーフの一員 としてふさわ しくなった私を 「垢抜けた」 という言

葉で表現 したのだと思 う。

4-2下 位文化の再生産

Xサ ーフのサーファーたちが、 コンパやナ ンパに精 を出 し、女性 と積極的に知 り合 った

り、酒に酔った りする行為は、サーフィンの周辺で発達 した下位文化に不可欠 な部分 を形

成 している。サー ファーたちに とっては、サーフィンそれ自体 に加えて、 このある種の

「逸脱的」行為が楽 しみや満足 を提供する場 となっているのである。

そ もそ もサーフィンの周辺 に育つ下位文化 は、今迄述べてきたような 「男 らしさ」 と関

わる側面だけでな く、包括社会の上位文化 と相容れない対抗的な要素を多分に含んでいる。

ジ ョン ・フィスクはサー フィン文化に含 まれる対抗 文化的要素 を詳細 に分析 しているが、

サーフィンは他のスポーツと違 って、物理的に も概念的にも自然 と文化の境界に位置する

ので、サーフィンは潜在的に反逆性 を帯 びるのだ と言 っている。確かにサーフ ィンの舞台

である ビーチは自然 と文化 の境界 であ る し、海の上 を自在 に動 き回るサーフボー ドは、
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「現代の巨大船の ようにテクノロジーを動員 して人間の意志 と要求 を自然に対 して押 し付

けるタイプ」(フ ィスク、1998:98)の もの とは異な り、 自然 と文化の両義的 カテゴリー

に位置 している。そ してサーファーたちの 日に焼けた裸の身体、寝床で も移動手段で もあ

るバ ン(サ ーファーが好んで乗 る車)も 、多 くのサー ファーが大人 と子供の中間にある若

者であるという点 も、それぞれのカテ ゴリーの両方の性質 を含む両義性を兼ね備えている

のである。

このように対抗文化の要素 を多分に含んだサーファーの下位文化 は、包括社会か ら逸脱

した価値 を支 えるシステム も良 く発達させている。下位文化の中で許 され る或いは奨励 さ

れる行為 は、一般的 な社会の規範に抵触す る場合 もあ るので、それを支え、 また維持 して

い くための場や時間、仲間集団が必要 となる。Xサ ー フの ようなサー フシ ョップ、サーフ

チームがその中心的な役割を果たす場合が多い。サー ファーの多 くは、初めてサーフィン

をするにあたって、サー フショップを訪れるが、それはサーファーにとって単 なるサーフ

ィン用具販売の小売店ではな く、サーフィンを始めた人の生活 をサーフ ァー としての生活

として再組織化す るメディアなのである。一人前のサーファーになるためには、逸脱 を支

える仲間や指導者が必要かつ重要 となる。社会か ら逸脱 した仲間関係の中では、集団内の

規範への同調の圧力は大 きい。仲間関係 を維持 するためのつ きあいの中 に、「男 らしさ」

を確認 ・強調する儀礼が含まれている と、ほとん どのサーフ ァーたちはそれに忠実に従 う

ことになる。

4-3最 近の変化

男 らしさと深 く結びついたサーファーの世界だが、最近ゆるやかではあるが確実な変化

が起 きて きた。従来 よりも 「男 らしさ、女 らしさ」の規準が曖昧にな り、その隔た りや境

界 を楽 に飛び越えてい く人が現れ始めた。そ して今では、サーフィンが 日本にやってきて

約40年 の時が経ち、最初にサー フィンを始めた人たちの子供たちがサーフィンをする時代

になった。サーフィン文化が根付 き始めた現在、「男 らしさ、女 らしさ」 よ りも重視 され

る秩序規範が生まれ始めたのだ。

まず目に とまるのは、男性サーファーたちにとって 「女」 として扱われる可能性が低 か

った女性、女性サー ファーの増加である。サーフィンが 日本で始 まったといわれる1960年

代、女性サーファーの数は非常に少なかった。 しか も女性はサーファーの男性 を岸か ら眺

めて待 っているのが典型的な姿だった。だがその後、1995年 前後のボデ ィボー ドのブーム

を機に、波乗 りを楽 しむ女性が急激に増加 し、私自身そうであ り、 また私の周囲の女性 に
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もあてはまるのだが、 この頃 にボデ ィボー ドを始めて、数年経 った後にシ ョー トボー ドに

乗 り換 え、その まま波乗 りを続 ける女性が増え始めた。かつては結婚への圧力が大 きく、

適齢期 を超えて結婚 もせず にサーフィンをす ることなど、あま り考 えられ なかったと聞 く

が、現在の女性サーファーの平均年齢は高 く、未婚者が多い"D。

年齢が高いのは結婚へ の圧力が弱 まっていることに加 えて、女性は男性 よりも相対的に

自立する条件に恵 まれていないことも一つの大 きな要因となっている。サーフィンをする

には、車の免許 を取得 し、 自分の車を手に入れ、各地のサーフィン ・ポイン トまで運転 し

ていき、そこで1人 でも行動で き、経 済的 にも自由でなければ、サー ファー としての 自由

はなかなか獲得で きない。女性 にとっては、社会的 ・経済的 ・精神的 自立か、あるいは恋

愛 ・結婚 ・出産の コースか、 どちらを選択す るのか決めなければ、サーフィンに没頭す る

ことは難 しい。 もちろん両方を手に入れる女性 もい るが、恋愛 ・結婚 ・出産の方に重点が

置かれている(置 か ざるを得 ない、あ るいは置 きたい人が多い)の が現状だ と思 う。 また、

業界 としても女性 とい う大 きなマーケ ットを無視することがで きないとい う事情が あ り、

女性向のサーフ ・ファッシ ョンやサーフィン雑誌、サーフボー ドやサーフィン用具 メーカ

ーが急激な勢いで成長 している。

女性たちの ライフス タイルの変化 にともなって、サーフ ァーの世界にも大 きな変化が訪

れているのは確かだが、男性たちにもこれ までとは違った意識や行動 をす るタイプが現れ

るようになった。それは従来の男性性 に縛 られず、 ボデ ィボー ドをす る男性や、夫婦や家

族一緒にサーフィンを楽 しむ男性 たちである。ボデ ィボー ドはこれまで 「男 らしくない も

の」の象徴 のように語 られていた。 しか し、そのような固定観念 にとらわれることな く、

あえてボデ ィボー ドを極めようとする男性が次第に増え、今ではプロのボディボー ド組織

も設立されているq%

また、若い男性 たちが中心 となってつ くり上げられるチームか らはなれて、休 日の過 ご

し方 としてサーフ ィンをする人がいる。 この人たちにとって 「男 らしさ」は若者たちに比

べておそ らくそれほど重要ではない。サーフィンをしなが ら妻や子供、ペ ッ トの犬な どと

海辺で過ごす ことは、休 日の過 ごし方の一つで、彼 らに とってのサーフィンは気 に入った

qD正 確 な平 均 年 齢 や 未 婚 率 は わ か らな い が
、 私 の 周 囲 の女 性 サ ー フ ァー(シ ョー トボ ー ド)は ほ と

ん どが25歳 以 上 で あ り、30歳 を超 えて い る場 合 も珍 し く な い。 ま た 、 未 婚 者 が ほ とん どで 、既 婚 の女 性 サ ー

フ ァー は 高 い 確 率 で 夫 もサ ー フ ァ ーで あ る。

q21ボ デ ィボ ー ドの組 織 に は
、 次 の よ う な もの が あ る 。JOB(日 本 ボ デ ィボ ー ド協 会)日 本の プ ロ ボ

デ ィボ ー ダ ー の組 織 。GOB(GlobalOrganizationofBodyboarders)ワ ー ル ドツ ア ー を運 営 して い る ボ デ

ィボ ー ダー の 組 織 。AWB(AssociationofWomenBodyboarders)女 性 の た め の 世 界 の ボデ ィボー ダ ー の

組 織 。ISA(InternationalSu面ngAssociation)ア マチ ュ ア 男 女 混 合 世 界 選 手 権 。
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ライフス タイルの一つなのだろ うと思 う。

そ して また、サーフィンの世界では、男女 を軸 とした支配関係 よりも、別の軸が重視 さ

れる場面がある。例 えば、年に数回 しか波が立たないけれ ども、非常によい波が立つ場所、

あるいは世界的に見てもクオリティの高い波が立つ場所 などは、地元に住むローカルと呼

ばれるサーファーたちがそこで波乗 りをするのを心待ちにしてお り、波が立った ときに良

い波に乗る権利を持つのは、男性か女性か とい うことだけに よって決 まるのではな く、ロ

ー カルか ビジターか、技術が優 れているかそうでないか、技術 に加 えてロー カルに受けい

れ られる人物 であるか どうかなど、様々な要素が絡ま りあって決 まって くるのである。

つま り、サーファーの世界の変化の きざしについてまとめると、次のようになる。

1)女 性サーファーの急増

2)男 性ボディボー ダーの増加

3)非 チーム化(個 人化)の 傾向

4)ロ ーカル重視の傾 向

今回はこれらの点 について詳 しく論 じることが出来 なかったが、この ようなサーファー

の世界の構造的変化や状況依存性 は、「男 らしさ」 との結 びつ きを流動化 させる可能性 を

持っている と言 うことがで きるのではないだろうか。近代 という時代の変化 と共に、その

性質を変化 させて きたサー フィンと下位文化の関係 は、再 び変化の時を迎えつつある。

総括と展望

本論では、スポー ツにおけるジェンダー不平等な関係 と規範が創 出される具体的な過程

を明 らかにす るにあた り、サー フィンの周辺で発達 した下位文化 と 「男 らしさ」の結びつ

きを手がか りとして、ホモ ソーシャリテ ィ、ホモフォビア、他者か らの承認、「男の メン

ツ」 を守 るプ レッシャー とい う4つ の 「男 らしさ」の表出形態 という枠組み をもとに、分

析を試みて きた。その際、できるだけ抽象的な議論 を避 け、Xサ ーフのメンバーたちが 日

常的に使用 している言葉、そこで生 じた具体的な出来事を素材 にして きた。

スポー ツの周辺で育つ下位文化が 「男性原理」 と密接 に結びつ き、「男 らしさ」の表出

が頻繁に見 られる事例 は、かな らず しもサーファー集団にか ぎられるわけではない。む し

ろ、現代社会においては、多 くのスポーツが男性 の身体文化に由来するので、男性性の鍛

錬や証明や強調の場 となっていることは言 うまで もない。本論ではサーファーの世界の下
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位文化 と 「男 らしさ」のかかわ りの検討 に焦点 をあてたため、 この世界の独 自性 というも

のはほ とん ど明 らかにす ることが出来なかった。また、サーフィンの下位文化に見 られる

ような 「男 らしさ」 は、他の若者の下位文化 と比較 して、何 ら変わることはない。

ただ し、サーフ ィンの世界 をやや特異 にしているのは、そこに含 まれる対抗文化的な要

素である。今回はあえて対抗 的要素 には触れず、下位文化 との結びつ きに限定 して論 じた

ので、 この点に関 しての詳 しい検討は次回に譲 ることになるが、対抗文化的要素に女性 の

進出が加わると、その文化 に大 きな変化 をもた らす ように見えるのだ。サーフ ァーの世界

は上位文化への抵抗 を示 しつつ も、男性優位な原理への抵抗はあまりみ られず、男性が優

位な立場で女性が従属的な立場 におかれているのだが、それで も女性達に もその抵抗精神

は何 らかの形で受け継がれている。少 なくとも私の周囲の女性 サーフ ァーたちは、サーフ

ィンを自由で楽 しい 自立 した生 き方のひとつ と捉 えてお り、彼女たちにとってサーフィン

はやは り対抗文化 なのである。それが、従来の ような結婚 ・出産とい うライフコースのオ

ル タナテ ィブ としての 「常識的な生 き方への抵抗」なのか、あるいは結婚・出産それ とも

仕事 ・趣味 とい う二つの(二 つ しかない)ラ イフコースの二者択一 自体 を無効にする もの

なのか、現時点では女性 とサー フィンのかかわ りの歴史が浅いので よくわからない。 しか

し、いずれに しても、ライフスタイルとしてのサーフィンとい う側面は、サーフィンを他

のスポーツと一線 を画す明確 な独 自性 であると思 う。

また、男性 たちのサーフィンへの関わ り方にそれまであ まりなかった多様性がみられる

ようになったことや、 日本にサーフ ィンが根付いて新たにローカルとビジターという支配

関係が生 じ始めたことに よって、ジェンダーの視点だけでサーフィンの世界 を描 くことは、

特 にサーファーの経験 に注 目す る場合には、大 きな限界があるといわ ざるを得ない。 この

ことをふまえた上で、今後は、対抗文化/ラ イフスタイルという視点、ローカル/グ ロー

バルの視点、そして男性の多様性や女性 の経験 に焦点 をあてた議論へ とすすんでいきたい

と思 う。
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  A Study on the Relationship between Sport and 

Subculture : `Male Culture' Portrayed at X Surf Shop

Eli MIZUNO

     Studies on men and masculinity as a new topic of gender studies has gained 

popularity in the United States, the United Kingdom, and also in Japan since the 

1980's. There are increasingly more sociologists trying to analyze sport and 

masculinity, with particular focus on men's experience of sport. The examination of 

how women are suppressed and subordinated in sport is closely related to the analysis 

of men and masculinity. The work which analyzes women most deeply is the one which 

includes analysis of the privileges and power held by men. Although some studies on 

the relationships of sport and masculinity are appearing in the field of men's study in 

Japan, and discussions of the history of sport as a reflection of modern industrial 

society which is lead by men are being undertaken, an examination of the experience 

of sport and of the world of sport has never been done. 

     In this article, I consider the relationship between sport and masculinity 

focusing on the experience of surfing to show the process of the production of unequal 

gender relations and norms. I want to make clear the dominance relationships 

constructed by daily practices of people who do surfing, paying attention to the 

expression of `male principles' and masculinity included in the subculture surrounding 

surfing. 

     First, we look at the outlines of studies on modern sport and gender, and extract 

the frameworks of expressions concerning masculinity which are included in sport 

subculture: 1) homosociality (exclusion of women), 2) homophobia (prohibition of 

homosexuality and `being not masculine'), 3) approval by others (owning women and 

securing admirators), 4) pressure of saving `men's face' (actions beyond one's ability, 

disguising weakness, and presentation of power). Secondly, we examine the 

masculinity expressed in the world of surfers based on the above frameworks, looking 

at the condition of reproduction of subculture. Then we refer to the recent changes 

within the world of surfers: 1) sharp increase of female surfers, 2) emergence of male 

body boarders, 3) tendency of non-affiliation of teams (personalization), and 4) 

tendency of emphasis of localism. These characterize the possibility and the 

germination of change in their world because the changes mean the beginning of new 

order and norms, replacing the old but formerly strong `feminine and masculine'order 

norms.
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